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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外装シートと、吸収体と、前記外装シートと前記吸収体の間の液不透過性の防漏シート
とを含み、１つの胴回り開口部及び一対の脚回り開口部を備える、トランクス形状の使い
捨ておむつであって、
　前記使い捨ておむつの前身頃が、弾性部材を含む前側胴回り域と、前側股下域とを有し
、前記使い捨ておむつの後身頃が、弾性部材を含む後側胴回り域と、後側股下域とを有し
、前記前側胴回り域の側縁と後側胴回り域の側縁とが接合されることにより前記胴回り開
口部が形成され、そして前記前側股下域の側縁と後側股下域の側縁とが接合されることに
より前記一対の脚回り開口部が形成されており、
　前記後側股下域が、前記外装シートの一部を、その肌面側が互いに向かい合うように折
り合わせることにより、着衣側に突出する突状部を形成し、そして前記突状部の側縁を前
記外装シートに固定するか、又は前記外装シートの一部を、その着衣側が互いに向かい合
うように折り合わせることにより、肌面側に突出する突状部を形成し、そして前記突状部
の側縁を前記外装シートに固定することにより形成された、ひだを有し、
　前記吸収体が、前記後身頃の前記外装シートのうち、前記ひだと、着用時に前記ひだよ
り下方に位置する下方領域とに、前記液不透過性の防漏シートを間に挟んで接しているが
、前記吸収体が、前記後身頃の前記外装シートのうち、着用時に前記ひだより上方に位置
する上方領域に、前記液不透過性の防漏シートを間に挟んで又は液不透過性の防漏シート
を間に挟まずに接していない、



(2) JP 5734058 B2 2015.6.10

10

20

30

40

50

　ことを特徴とする、前記使い捨ておむつ。
【請求項２】
　外装シートと、吸収体と、前記外装シートと前記吸収体の間の液不透過性の防漏シート
とを含み、１つの胴回り開口部及び一対の脚回り開口部を備える、トランクス形状の使い
捨ておむつであって、
　前記使い捨ておむつの前身頃が、弾性部材を含む前側胴回り域と、前側股下域とを有し
、前記使い捨ておむつの後身頃が、弾性部材を含む後側胴回り域と、後側股下域とを有し
、前記前側胴回り域の側縁と後側胴回り域の側縁とが接合されることにより前記胴回り開
口部が形成され、そして前記前側股下域の側縁と後側股下域の側縁とが接合されることに
より前記一対の脚回り開口部が形成されており、
　前記後側股下域が、前記外装シートの一部を、その肌面側が互いに向かい合うように折
り合わせることにより、着衣側に突出する突状部を形成し、そして前記突状部の側縁を前
記外装シートに固定するか、又は前記外装シートの一部を、その着衣側が互いに向かい合
うように折り合わせることにより、肌面側に突出する突状部を形成し、そして前記突状部
の側縁を前記外装シートに固定することにより形成された、ひだを有し、
　前記吸収体が、前記後身頃の前記外装シートのうち、前記ひだと、着用時に前記ひだよ
り下方に位置する下方領域と、着用時に前記ひだより上方に位置する上方領域とに、前記
液不透過性の防漏シートを間に挟んで接しているが、前記吸収体が、前記液不透過性の防
漏シートを間に挟んで又は液不透過性防漏シートを間に挟まずに前記上方領域に固定され
ていない、
　ことを特徴とする、前記使い捨ておむつ。
【請求項３】
　前記着衣側に突出する突状部が、その先端が前記脚回り開口部側を向くように、前記外
装シートに固定されているか、又は前記肌面側に突出する突状部が、その先端が胴回り開
口部側を向くように、前記外装シートに固定されている、請求項１又は２に記載の使い捨
ておむつ。
【請求項４】
　前記突状部の側縁が、前記外装シートの、前記前側股下域の側縁と後側股下域の側縁と
が接合されることにより形成された接合部に固定されている、請求項１～３のいずれか一
項に記載の使い捨ておむつ。
【請求項５】
　前記ひだの、前記使い捨ておむつの長手方向の長さが、５～４０ｍｍである、請求項１
～４のいずれか一項に記載の使い捨ておむつ。
【請求項６】
　前記外装シートの後身頃の面積が、前記外装シートの前身頃の面積よりも、１０～３０
％大きい、請求項１～５のいずれか一項に記載の使い捨ておむつ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使い捨ておむつに関する。本発明は、特に、後側股下域に、ひだ又はギア延
伸領域が形成されており、簡易に形成することができ且つお腹側及び臀部側のフィット性
に優れる使い捨ておむつに関する。
【背景技術】
【０００２】
　使い捨ておむつとして、トランクス形状の使い捨ておむつが知られている。
　例えば、特許文献１には、バックシートと、吸収体と、トップシートとを備え、上記バ
ックシートの長手方向中央部を幅方向に沿って上記トップシート側に二つ折りに折り返さ
れて形成された折り返し部と、上記バックシートの長手側端部同士が接合された接合部と
、上記バックシートの長手方向両端部に形成され、装着時に人体の腰回りに位置する腰回
り開口部と、上記折り返し部に上記吸収体を挟んで形成され、装着時に人体の脚回りに位
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置する二つの脚回り開口部とを備えることを特徴とする吸収性物品が開示されている。特
許文献１に示される吸収性物品は、図２等から明らかであるように、前身頃の形状と、後
身頃の形状とが対称形である。
【０００３】
　また、特許文献２には、トップシートと、バックシートと、吸水性のコアとから成るパ
ンツ本体の前身頃の両側部と後身頃の両側部とをそれぞれ接着して、上方に腰回り用の開
口部と下方左右にそれぞれ脚穴部とを形成して、一体化したパンツ式紙おむつにおいて、
上記前身頃の縦中心線より適当に遠ざけた箇所から、格別にそれぞれの側端部に向けて斜
めに設けられた脚穴形成用のスリットを備えていることを特徴とする使い捨て紙おむつが
開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－１１０９９０号
【特許文献２】特開平３－１７６０５２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、特許文献１に記載の吸収性物品は、前身頃の形状と、後身頃の形状とが対称形
であるが、一般的に、人間は、お腹側よりも、臀部側が大きいので、着用時に、外装シー
トが臀部に貼り付く、外装シートが臀部の中央に食い込む、排泄物を収容する空間が喪失
する等の問題が生ずる。一方、吸収性物品を臀部側に合わせて大きく形成すると、お腹側
に大きな余剰部が生ずることになる。また、特許文献２に記載の使い捨ておむつでは、脚
穴形成用のスリットが、前身頃に形成されているため、着用時に、前後のウエストギャザ
ーの位置がずれる、脚穴部の後部に、見た目を悪くする余剰部が形成される等の問題点が
生ずる。
　従って、本発明は、簡易に形成することができ、お腹側及び臀部側のフィット性に優れ
る使い捨ておむつを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者らは、上記課題を解決するために鋭意検討した結果、外装シートと、吸収体と
、上記外装シートと上記吸収体の間の液不透過性の防漏シートとを含み、１つの胴回り開
口部及び一対の脚回り開口部を備える、トランクス形状の使い捨ておむつであって、上記
使い捨ておむつの前身頃が、弾性部材を含む前側胴回り域と、前側股下域とを有し、上記
使い捨ておむつの後身頃が、弾性部材を含む後側胴回り域と、後側股下域とを有し、上記
前側胴回り域の側縁と後側胴回り域の側縁とが接合されることにより上記胴回り開口部が
形成され、そして上記前側股下域の側縁と後側股下域の側縁とが接合されることにより上
記一対の脚回り開口部が形成されており、上記後側股下域が、上記外装シートの一部を、
その肌面側が互いに向かい合うように折り合わせることにより、着衣側に突出する突状部
を形成し、そして上記突状部の側縁を上記外装シートに固定するか、又は上記外装シート
の一部を、その着衣側が互いに向かい合うように折り合わせることにより、肌面側に突出
する突状部を形成し、そして上記突状部の側縁を上記外装シートに固定することにより形
成された、ひだを有することを特徴とする使い捨ておむつにより、上記課題を解決できる
ことを見出し、本発明を完成するに至った。
【０００７】
　具体的には、本発明は以下の態様に関する。
［態様１］
　外装シートと、吸収体と、上記外装シートと上記吸収体の間の液不透過性の防漏シート
とを含み、１つの胴回り開口部及び一対の脚回り開口部を備える、トランクス形状の使い
捨ておむつであって、
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　上記使い捨ておむつの前身頃が、弾性部材を含む前側胴回り域と、前側股下域とを有し
、上記使い捨ておむつの後身頃が、弾性部材を含む後側胴回り域と、後側股下域とを有し
、上記前側胴回り域の側縁と後側胴回り域の側縁とが接合されることにより上記胴回り開
口部が形成され、そして上記前側股下域の側縁と後側股下域の側縁とが接合されることに
より上記一対の脚回り開口部が形成されており、
　上記後側股下域が、上記外装シートの一部を、その肌面側が互いに向かい合うように折
り合わせることにより、着衣側に突出する突状部を形成し、そして上記突状部の側縁を上
記外装シートに固定するか、又は上記外装シートの一部を、その着衣側が互いに向かい合
うように折り合わせることにより、肌面側に突出する突状部を形成し、そして上記突状部
の側縁を上記外装シートに固定することにより形成された、ひだを有する、
　ことを特徴とする、上記使い捨ておむつ。
【０００８】
［態様２］
　上記着衣側に突出する突状部が、その先端が上記脚回り開口部側を向くように、上記外
装シートに固定されているか、又は上記肌面側に突出する突状部が、その先端が胴回り開
口部側を向くように、上記外装シートに固定されている、態様１に記載の使い捨ておむつ
。
［態様３］
　上記突状部の側縁が、上記外装シートの、上記前側股下域の側縁と後側股下域の側縁と
が接合されることにより形成された接合部に固定されている、態様１又は２に記載の使い
捨ておむつ。
【０００９】
［態様４］
　上記吸収体が、上記後身頃の上記外装シートのうち、上記ひだと、着用時に上記ひだよ
り下方に位置する下方領域とに、上記液不透過性の防漏シートを間に挟んで接しているが
、上記吸収体が、上記後身頃の上記外装シートのうち、着用時に上記ひだより上方に位置
する上方領域に、上記液不透過性の防漏シートを間に挟んで又は液不透過性の防漏シート
を間に挟まずに接していない、態様１～３のいずれか一つに記載の使い捨ておむつ。
【００１０】
［態様５］
　上記吸収体が、上記後身頃の上記外装シートのうち、上記ひだと、着用時に上記ひだよ
り下方に位置する下方領域と、着用時に上記ひだより上方に位置する上方領域とに、上記
液不透過性の防漏シートを間に挟んで接しているが、上記吸収体が、上記液不透過性の防
漏シートを間に挟んで又は液不透過性の防漏シートを間に挟まずに上記上方領域に固定さ
れていない、態様１～３のいずれか一つに記載の使い捨ておむつ。
［態様６］
　上記ひだの、上記使い捨ておむつの長手方向の長さが、５～４０ｍｍである、態様１～
３のいずれか一つに記載の使い捨ておむつ。
【００１１】
［態様７］
　外装シートと、吸収体と、上記外装シートと上記吸収体の間の液不透過性の防漏シート
とを含み、１つの胴回り開口部及び一対の脚回り開口部を備える、トランクス形状の使い
捨ておむつであって、
　上記使い捨ておむつの前身頃が、弾性部材を含む前側胴回り域と、前側股下域とを有し
、上記使い捨ておむつの後身頃が、弾性部材を含む後側胴回り域と、後側股下域とを有し
、上記前側胴回り域の側縁と後側胴回り域の側縁とが接合されることにより上記胴回り開
口部が形成され、そして上記前側股下域の側縁と後側股下域の側縁とが接合されることに
より上記一対の脚回り開口部が形成されており、
　上記後側股下域において、一対のギアロールであって、当該ギアロールのそれぞれの外
周面に配置された複数の歯を互いに噛み合わせながら回転するものの間隙に、少なくとも
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上記外装シートを通過させることにより形成されたギア延伸領域が形成されている、
　ことを特徴とする、上記使い捨ておむつ。
【００１２】
［態様８］
　上記ギア延伸領域が、一対のギアロールであって、当該ギアロールのそれぞれの外周面
に配置された複数の歯を互いに噛み合わせながら回転するものの間隙に、上記外装シート
及び液不透過性の防漏シートを通過させることにより形成された、態様７に記載の使い捨
ておむつ。
［態様９］
　上記ギア延伸領域が、上記外装シートを、少なくとも上記使い捨ておむつの幅方向に延
伸することにより形成された、態様７又は８に記載の使い捨ておむつ。
【００１３】
［態様１０］
　上記ギア延伸領域が、上記外装シートを、少なくとも上記使い捨ておむつの展開時の長
手方向に延伸することにより形成された、態様７～９のいずれか一つに記載の使い捨てお
むつ。
［態様１１］
　上記吸収体が、上記ギア延伸領域において、上記外装シートに固定されていない、態様
７～１０のいずれか一つに記載の使い捨ておむつ。
【００１４】
［態様１２］
　上記外装シートの後身頃の面積が、上記外装シートの前身頃の面積よりも、１０～３０
％大きい、態様１～１１のいずれか一つに記載の使い捨ておむつ。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の使い捨ておむつは、簡易に形成することができ、お腹側及び臀部側のフィット
性に優れる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は、本発明の使い捨ておむつの実施形態の１つの斜視図である。
【図２】図２は、図１に示される使い捨ておむつ１の展開図である。
【図３】図３は、図２に示される使い捨ておむつ１の、Ｘ－Ｘ断面及びＹ－Ｙ断面を示す
図である。
【図４】図４は、本発明の使い捨ておむつの別の実施形態を示す断面図である。
【図５】図５は、本発明の使い捨ておむつの別の実施形態を示す断面図である。
【図６】図６は、本発明の使い捨ておむつの別の実施形態を示す展開図である。
【図７】図７は、図６に示される使い捨ておむつ１のＹ－Ｙ断面を示す図である。
【図８】図８は、本発明に用いられる外装シートの例を示す図である。
【図９】図９は、本発明に用いられる外装シートの例を示す図である。
【図１０】図１０は、本発明の使い捨ておむつがギア延伸領域を有する実施形態の１つの
展開図である。
【図１１】図１１は、図１０のＹ－Ｙ断面を示す図である。
【図１２】図１２は、図１０のＺ－Ｚ断面を示す図である。
【図１３】図１３は、ギア延伸を説明するための模式図である。
【図１４】図１４は、ギア延伸を説明するための模式図である。
【図１５】図１５は、ギア延伸を説明するための模式図である。
【図１６】図１６は、本発明の別の実施形態を示す展開図である。
【図１７】図１７は、図１６に示される使い捨ておむつ１のＹ－Ｙ断面を示す図である。
【図１８】図１８は、本発明の使い捨ておむつの別の実施形態の展開図である。
【図１９】図１９は、本発明の使い捨ておむつの別の実施形態の展開図である。
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【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明の使い捨ておむつについて、以下、詳細に説明する。
　図１は、本発明の使い捨ておむつの実施形態の１つの斜視図である。図１に示される使
い捨ておむつ１は、外装シート２と、吸収体３と、液不透過性の防漏シート４とを含み、
１つの胴回り開口部８及び一対の脚回り開口部９を備え、トランクス形状を有する。
【００１８】
　なお、トランクス形状の使い捨ておむつでは、一般的に、脚回り開口部が、ユーザーの
脚、例えば、太ももに密着し、尿等を漏らさないような設計がなされている。従って、脚
回り開口部に、一般的に、伸縮部材が配置されているが、明細書及び添付の図面では、説
明を簡略化するために、上記伸縮部材は省略されている。また、脚回り開口部を、伸長性
部材から若干きつめに形成することにより、尿等を漏らさないような設計がなされる場合
もあるが、本明細書及び添付の図面では、同様に省略されている。
【００１９】
　図２は、図１に示される使い捨ておむつ１の展開図である。図２は、使い捨ておむつ１
を、肌面側から見た図である。
　なお、本明細書において、「肌面側」は、ユーザーの肌に触れる側を意味し、そして「
着衣側」は、着衣に触れる側を意味する。
【００２０】
　図２に示される使い捨ておむつ１では、前身頃Ｆが、複数本の弾性部材６Ｆを含む前側
胴回り域ＦＷと、前側股下域ＦＣとを有し、後身頃Ｒが、複数本の弾性部材６Ｒを含む後
側胴回り域ＲＷと、後側股下域ＲＣとを有し、前側胴回り域ＦＷの側縁と後側胴回り域Ｒ
Ｗの側縁とが接合部Ｊのところで接合されることにより胴回り開口部８が形成され、そし
て前側股下域ＦＣの側縁と後側股下域ＲＣの側縁とが接合部Ｊのところで接合されること
により、一対の脚回り開口部９が形成されている。
【００２１】
　図２に示される使い捨ておむつ１では、後側股下域ＲＣが、外装シート２の一部を、そ
の肌面側１０が互いに向かい合うように折り合わせることにより、着衣側１１に突出する
突状部（図示せず）を形成し、そして当該突状部の側縁が外装シート２に固定することに
より形成された、より具体的には、外装シート２の、前側股下域ＦＣの側縁と後側股下域
ＲＣの側縁とを接合することにより形成された接合部Ｊに固定することにより形成された
、３層構造を有するひだ７を有する。
　なお、図２に示される使い捨ておむつ１では、上記突状部（図示せず）は、接合部Ｊ以
外の部分では、外装シート２に固定されていない。
【００２２】
　図２では、液不透過性の防漏シート４は、吸収体３よりも若干大きく且つひだ７と、一
部重複するように記載されているが、本発明の使い捨ておむつでは、液不透過性の防漏シ
ートは、吸収体と外装シートとの間に、吸収体が存在する範囲を覆うように配置されてい
れば、その大きさは特に制限されず、液不透過性の防漏シートは、外装シートの全面に配
置されていてもよい。上記ひだが、後述の排泄物受入れ部として機能する場合には、排泄
物の漏れを防止するために、液不透過性の防漏シートが、ひだの全体に配置されているこ
とが好ましい。本発明の他の実施形態においても、液不透過性の防漏シートの配置は、同
様の傾向を有する。
【００２３】
　図３は、図２に示される使い捨ておむつ１の、Ｘ－Ｘ断面及びＹ－Ｙ断面を示す図であ
る。図３（Ａ）が、Ｘ－Ｘ断面を示し、そして図３（Ｂ）が、Ｙ－Ｙ断面を示す。図３（
Ａ）では、突状部５は、外装シート２の一部を、その肌面側１０が互いに向かい合うよう
に折ることにより形成され、突状部５の側縁において、その内部が接着部１２’’により
固定されるとともに、突状部５の側縁が、外装シート２の接合部Ｊに、接着部１２’によ
りさらに固定されている。図３（Ａ）では、突状部５が、突状部の先端５’が脚回り開口
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部９側を向くように、外装シート２にさらに固定されることにより、ひだ７が形成されて
いる。図３（Ａ）ではまた、吸収体３が、接着部１２により、外装シート２に固定されて
いる。
【００２４】
　なお、本明細書において、ひだは、外装シートの側縁において、外装シートが少なくと
も３層構造を有し、そのうち少なくとも２層が固定されている領域を意味する。図３（Ａ
）の場合には、ひだ７において、３層の外装シート２が、接着部１２’及び１２’’によ
り固定されているが、接着部１２’’が無くとも、ひだとして成立することができる。ま
た、上記ひだは、外装シートと、液不透過性の防漏シートとから形成される場合もあるが
、シートが少なくとも３層構造を有するものであれば、液不透過性の防漏シートを間に挟
むものであっても、ひだと称する。
【００２５】
　なお、本発明の使い捨ておむつでは、上記突状部の側縁において、その内部が固定され
る幅、並びに突状部の側縁が外装シートの接合部に固定される幅は、約５～約１５ｍｍで
あり、そして通常は約１０ｍｍである。上記幅が狭いと、固定が不十分になる場合があり
、上記幅が大きくなると、固定力は増すが、臀部側のフィット性が低下する場合がある。
以下の実施形態においても、上記幅は、同様の傾向を有する。
【００２６】
　図３（Ｂ）では、突状部５の内部が固定されておらず且つ突状部５が外装シート２に固
定されていないので、ひだ７が、ユーザーのお尻の形状に応じて広がることができる。従
って、図３に示されるような使い捨ておむつは、臀部側のフィット性に優れる。また、図
３に示される使い捨ておむつでは、図３（Ｂ）に示されるように、突状部の先端５’が脚
回り開口部９側を向いているので、ひだ７が、便、尿等の排泄物を一時的に保持し、次い
で吸収体３に移行させる、排泄物受入れ部１３として機能するので、排泄物の漏れを少な
くすることができる。
【００２７】
　なお、図３では、説明を簡単にするために、弾性部材６Ｆ及び６Ｒが外装シート２に埋
め込まれているように記載されているが、当該例としては、２層の不織布から構成される
外装シートの間に、接着材等により弾性部材６Ｆ及び６Ｒが固定されている形態を挙げる
ことができる。
　また、図３（Ｂ）では、液不透過性の防漏シート４は、接着部により外装シート２に固
定されているが、説明を簡略化するために、当該接着部は省略されている。
　さらに、図３（Ｂ）では、吸収体３が、液不透過性の防漏シート４を介して、外装シー
ト２に固定されているが、本明細書では、吸収体が、液不透過性の防漏シートを介して、
外装シートに固定されていることを、単に、吸収体が外装シートに固定されていると称す
る場合がある。
【００２８】
　本明細書において、「胴回り域」は、本発明の使い捨ておむつを展開した状態において
、使い捨ておむつを長手方向に４等分した場合の、長手方向端部の２つの領域を意味する
。具体的には、前身頃側の長手方向端部の領域が、前側胴回り域であり、そして後身頃側
の長手方向端部の領域が後側胴回り域である。上記胴回り域には、通常、使い捨ておむつ
をユーザーの胴にフィットさせるための弾性部材が存在する。
【００２９】
　また、本明細書において、「股下域」は、本発明の使い捨ておむつを展開した状態にお
いて、使い捨ておむつを長手方向に４等分した場合の、長手方向中心の２つの領域を意味
する。具体的には、前身頃側の中心領域が、前側股下域であり、そして後身頃側の中有新
領域が後側股下域である。
　なお、本発明の使い捨ておむつが、ひだ又はギア延伸領域を有することを考慮すると、
上記４等分は、使い捨ておむつの長手方向の側縁において測定することが好ましい。
【００３０】
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　本明細書において、「長手方向」は、特に断りのない限り、本発明の使い捨ておむつの
展開時の長手方向、すなわち、着用時にユーザーの前後方向となる方向を意味し、そして
「幅方向」は、特に断りのない限り、本発明の使い捨ておむつの幅方向、すなわち、着用
時にユーザーの左右方向となる方向を意味する。
　さらに、本発明において、「側縁」は、使い捨ておむつの幅方向の縁部、例えば、外装
シートの側縁は、外装シートの、上記幅方向の側縁を意味し、ひだの側縁は、ひだの、上
記幅方向の側縁を意味する。
【００３１】
　図１に示される使い捨ておむつ１では、外装シート２の一部を、その肌面側１０が互い
に向かい合うように折り合わせることにより、着衣側１１に突出する突状部５を形成し且
つ突状部５を、突状部の先端５’が脚回り開口部９側を向くように、外装シート２にさら
に固定することによりひだ７が形成されているが、本発明の使い捨ておむつでは、突状部
の向きは特に制限されず、本発明の別の実施形態では、突状部を、その先端が胴回り開口
部側を向くように外装シートに固定することによりひだが形成されていてもよい。
【００３２】
　また、上記突状部は、肌面側に突出するように形成されてもよい。
　図４は、本発明の使い捨ておむつの別の実施形態を示す断面図である。図４（Ａ）は、
図２のＸ－Ｘ断面に相当する断面図であり、そして図４（Ｂ）は、図２のＹ－Ｙ断面に相
当する断面図である。図４に示される使い捨ておむつ１では、外装シート２の一部を、そ
の着衣側１１が互いに向かい合うように折り合わせることにより、肌面側１０に突出する
突状部５を形成し、突状部５の側縁を、外装シート２に固定することによりひだ７が形成
されている。図４に示される使い捨ておむつ１では、肌面側１０に突出する突状部５が、
突状部の先端５’が胴回り開口部側（図示せず）を向くように、外装シート２に固定され
ている。上記以外の点において、図４に示される使い捨ておむつ１は、図３に示される使
い捨ておむつ１と同一である。
【００３３】
　図４（Ｂ）では、突状部５の内部が固定されておらず且つ突状部５が外装シート２に固
定されていないので、ひだ７が、ユーザーのお尻の形状に応じて広がることができる。従
って、図４に示されるような使い捨ておむつは、臀部側のフィット性に優れる。また、図
４に示される実施形態では、図４（Ｂ）に示されるように、突状部の第２の先端５’’が
脚回り開口部９側を向いているので、ひだ７が、便、尿等の排泄物を一時的に保持し、次
いで吸収体に移行させる、排泄物受入れ部１３として機能するので、排泄物の漏れを少な
くすることができる。
【００３４】
　以上のように、図３に示される実施形態と、図４に示される実施形態では、ひだを形成
する手順が異なるが、製造された使い捨ておむつは、両方とも、着衣側の突状部が脚回り
開口部を向いている点では同一の形状を有し、そして同一の作用、臀部側の優れたフィッ
ト性、及び排泄物受入れ部を有するので、両者を同一視することができる。
　また、本発明の別の実施形態では、肌面側に突出する突状部を、その先端が脚回り開口
部側を向くように、外装シートに固定することによりひだが形成されていてもよい。
【００３５】
　図１～４に示される実施形態では、突状部の内部、並びに突状部及び外面シートは、接
着部により固定されてきたが、本発明においては、固定手段は特に制限されず、これらは
、例えば、圧搾部により固定されていてもよい。
【００３６】
　図５は、突状部の内部、並びに突状部及び外面シートが圧搾部により固定されている、
本発明の使い捨ておむつの別の実施形態を示す断面図である。図５（Ａ）は、図２のＸ－
Ｘ断面に相当する断面図であり、そして図５（Ｂ）は、図２のＹ－Ｙ断面に相当する断面
図である。
　図５（Ａ）では、外装シート２の一部を２回折り返し、外装シート２の一部に３層構造
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部分を形成し、当該３層構造部分を一括して圧搾することにより、ひだ７が形成されてい
る。図５において、符号１４は、圧搾部を意味する。長手方向の中心領域の断面を示す図
５（Ｂ）は、図３（Ｂ）及び図４（Ｂ）と同様である。
【００３７】
　なお、図５に示される実施形態は、着衣側の突状部が脚回り開口部を向いている点では
、図３及び図４に示される使い捨ておむつと同一の形状を有し、そして同一の作用、臀部
側の優れたフィット性、及び排泄物受入れ部を有するので、これらを同一視することがで
きる。
【００３８】
　以上より、上記ひだが形成された後は、上記ひだは、着衣側の突状部と、着衣側の突状
部とは反対側を向いている肌面側の突状部とを有すると考えることができ、ひだの形態と
しては、着衣側の突状部が脚回り開口部を向いているもの（肌面側の突状部が胴回り開口
部を向いているもの）と、着衣側の突状部が胴回り開口部を向いているもの（肌面側の突
状部が脚回り開口部を向いているもの）との２つを挙げることができる。
【００３９】
　図５は、使い捨ておむつの展開図のさらに断面図であるため、外装シートの３層構造部
分を一括して圧搾することにより、ひだ７が形成されているように記載されているが、本
発明の使い捨ておむつでは、当該外装シートの３層構造部分に、外装シートの前側股下域
を加えた４層を一括して圧搾することにより、ひだと、前側股下域の側縁と後側股下域の
側縁とが接合されることにより形成された接合部とを、同時に形成することができる。
【００４０】
　図１～図３に示される実施形態では、突状部の側縁が、前側股下域の側縁と後側股下域
の側縁とが接合されることにより形成された接合部に固定されているが、本発明の使い捨
ておむつでは、当該実施形態に限定されず、本発明は、図６に示されるような、突状部の
側縁が、前側股下域の側縁と後側股下域の側縁とが接合されることにより形成された接合
部以外に固定されている実施形態をも含む。
【００４１】
　図６は、本発明の使い捨ておむつの別の実施形態を示す展開図である。
　図６は、使い捨ておむつ１の展開図であり、使い捨ておむつ１を肌面側から見た図であ
る。図６に示される使い捨ておむつ１は、外装シート２と、吸収体３と、液不透過性の防
漏シート４とを含み、１つの胴回り開口部８及び一対の脚回り開口部９を備え、トランク
ス形状を有する。
【００４２】
　図６に示される使い捨ておむつ１では、前身頃Ｆが、複数本の弾性部材６Ｆを含む前側
胴回り域ＦＷと、前側股下域ＦＣとを有し、後身頃Ｒが、複数本の弾性部材６Ｒを含む後
側胴回り域ＲＷと、後側股下域ＲＣとを有し、前側胴回り域ＦＷの側縁と後側胴回り域Ｒ
Ｗの側縁とが接合部Ｊのところで接合されることにより胴回り開口部８が形成され、そし
て前側股下域ＦＣの側縁と後側股下域ＲＣの側縁とが接合部Ｊのところで接合されること
により、一対の脚回り開口部９が形成されている。
【００４３】
　図６に示される使い捨ておむつ１では、後側股下域ＲＣにおいて、外装シート２の一部
を、その肌面側１０が互いに向かい合うように折り合わせることにより、着衣側１１に突
出する突状部（図示せず）を形成し、そして当該突状部の側縁を、後側股下域ＲＣにおけ
る外装シート２の側縁に、接着部１２により固定することにより、ひだ７が形成されてい
る。なお、図６に示される使い捨ておむつ１では、上記突状部（図示せず）は、外装シー
トと、その側縁以外の部分では固定されていない。
【００４４】
　図７は、図６に示される使い捨ておむつ１のＹ－Ｙ断面を示す図である。図７に示され
るように、長手方向の中心領域では、突状部５の内部が固定されておらず且つ突状部５が
外装シート２に固定されていないので、ひだ７が、ユーザーのお尻の形状に応じて広がる
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ことができる。従って、図７に示されるような使い捨ておむつは、臀部側のフィット性に
優れる。また、図７に示される使い捨ておむつ１では、突状部の先端５’が脚回り開口部
９側を向いているので、ひだ７が、便、尿等の排泄物を一時的に保持し、次いで吸収体に
移行させる、排泄物受入れ部１３として機能するので、排泄物の漏れを少なくすることが
できる。
【００４５】
　図７に示されるような、吸収体の範囲と、ひだの範囲とが、使い捨ておむつの厚さ方向
において重複する実施形態では、吸収体は、ひだと重複する範囲において、液不透過性の
防漏シートを介する場合、及び液不透過性の防漏シートを介さない場合の両方とも、外装
シートの２以上の連続していない領域に固定されていないことが好ましい。吸収体が外装
シートの２以上の連続していない領域に固定されると、ひだの広がりを阻害する場合があ
るからである。
【００４６】
　なお、本発明の、ひだを有する使い捨ておむつにおいて、外装シートが、単一の素材か
ら形成される実施形態を説明してきたが、上記外装シートは、単一の素材から形成されて
いてもよく、又は複数の素材から形成されていてもよい。
　図８は、本発明に用いられる外装シートの例を示す図である。図８は、外装シート２を
、肌面側から見た図である。図８に示される外装シート２は、外装シート２ａ及び脚回り
シート２ｂにさらに分けられ、脚回りシート２ｂは、長手方向Ａの中心に、一対の脚回り
開口部９を取り囲むように配置されている。なお、図８には、弾性部材６Ｆ及び６Ｒ、並
びにひだ７も、併せて示されている。
【００４７】
　図９は、本発明に用いられる外装シートの例を示す図である。図９は、外装シート２を
、肌面側から見た図である。図９に示される外装シート２は、外装シート２ａ及び脚回り
シート２ｂにさらに分けられ、脚回りシート２ｂは、２つのパーツから成り、それぞれが
、脚回り開口部９を取り囲むように配置されている。なお、図９には、弾性部材６Ｆ及び
６Ｒ、並びにひだ７も、併せて示されている。
【００４８】
　ここで、本発明の使い捨ておむつにおける、吸収体を、防漏シートを間に挟んで、外装
シートに固定する範囲について説明する。
　図１８は、本発明の使い捨ておむつの実施形態の一つの展開図である。図１８に示され
る使い捨ておむつ１では、吸収体３及び液不透過性の防漏シート４以外は、図２に示され
る使い捨ておむつと同一である。また、図１８に示される使い捨ておむつ１では、突状部
（図示されず）は、突状部の先端（図示されず）が脚回り開口部９側を向くように、外装
シート２にさらに固定されることにより、ひだ７が形成されている。
【００４９】
　図１８に示される使い捨ておむつ１では、吸収体３が、後身頃Ｒの外装シート２のうち
、ひだ７と、着用時にひだ７より下方に位置する下方領域ＲＤとに、液不透過性の防漏シ
ート４を間に挟んで接しているが、吸収体３が、後身頃Ｒの外装シート３のうち、着用時
にひだ７より上方に位置する上方領域ＲＵに、液不透過性の防漏シート４を間に挟んで又
は液不透過性の防漏シート４を間に挟まずに接していない。図１８に示されるような実施
形態では、吸収体が、ひだに接しているので、吸収体が液体を吸収して重くなった場合に
、折り畳まれているひだ７が展開し、排泄物受入れ部として機能することができる。
　なお、図１８に示されるような使い捨ておむつでは、吸収体は、液不透過性の防漏シー
トを間に挟んでひだに固定されていてもよく、又は固定されていなくともよい。
【００５０】
　図１９は、本発明の使い捨ておむつの実施形態の一つの展開図である。図１９に示され
る使い捨ておむつ１では、吸収体３及び液不透過性の防漏シート４以外は、図２に示され
る使い捨ておむつと同一である。また、図１９に示される使い捨ておむつ１では、突状部
（図示されず）は、突状部の先端（図示されず）が脚回り開口部９側を向くように、外装
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シート２にさらに固定されることにより、ひだ７が形成されている。
【００５１】
　図１９に示される使い捨ておむつ１では、吸収体３が、後身頃Ｒの外装シート２のうち
、ひだ７と、着用時にひだ７より下方に位置する下方領域ＲＤと、着用時にひだ７より上
方に位置する上方領域ＲＵとに、液不透過性の防漏シート４を間に挟んで接しているが、
吸収体３が、液不透過性の防漏シート４を間に挟んで又は液不透過性の防漏シート４を間
に挟まずに上方領域ＲＵに固定されていない。
　吸収体が、液不透過性の防漏シートを間に挟んで又は挟まずに上方領域に固定されてし
まうと、ひだが展開することができなくなる。
　なお、図１９に示されるような使い捨ておむつでは、吸収体は、液不透過性の防漏シー
トを間に挟んでひだに固定されていてもよく、又は固定されていなくともよい。
【００５２】
　図１８及び図１９に示すような実施形態の他に、本発明の使い捨ておむつの実施形態と
しては、図２に示されるように、吸収体３が、後身頃Ｒの外装シート２のうち、着用時に
ひだ７より下方に位置する下方領域（図示されず）に、液不透過性の防漏シート４を間に
挟んで接しているが、吸収体３が、後身頃Ｒの外装シート２のうち、ひだ７と、着用時に
ひだ７より上方に位置する上方領域ＲＵに、液不透過性の防漏シート４を間に挟んで又は
液不透過性の防漏シート４を間に挟まずに接していない実施形態も、その範囲に含まれる
。
【００５３】
　上記ひだの、使い捨ておむつの長手方向の長さは、約５～約４０ｍｍであることが好ま
しく、約１０～約３５ｍｍであることがより好ましく、そして約１５～約３０ｍｍである
ことがさらに好ましい。上記長さが約５ｍｍを下回ると、着用者のお腹側と臀部側とのサ
イズの差に対応できない場合があり、そして上記長さが約４０ｍｍを上回ると、使い捨て
おむつが排泄物を受け入れ、重くなった際に、突状部が大きく膨らみ、見栄えが悪くなる
、着用者が違和感を覚える、使い捨てオムツと体との間の隙間からモレが生ずる等の問題
が生ずる場合がある。
　なお、本明細書において、ひだの、使い捨ておむつの長手方向の長さは、図２にＬで示
される、外装シートが少なくとも３層積層されている部分の、使い捨ておむつの長手方向
の長さを意味する。
【００５４】
　上記ひだは、後側胴回り域の内部に存在し且つ外装シートの両側部に到達している限り
、その場所は特に制限されない。また、上記ひだは、その一部が、弾性部材を有する胴回
り開口部に存在していてもよい。ただし、上記胴回り開口部は、弾性部材により、ユーザ
ーの体に密着するように機能するので、ひだの大部分が胴回り開口部に存在する場合には
、その効果を発揮できない場合がある。
【００５５】
　図１～図７に関連して、本発明の使い捨ておむつがひだを有する実施形態を説明してき
たが、本発明の使い捨ておむつは、ひだを有する実施形態の他に、ギア延伸領域を有する
実施形態を含む。
　図１０は、本発明の使い捨ておむつがギア延伸領域を有する実施形態の１つの展開図で
ある。図１０は、使い捨ておむつ１を肌面側から見た図である。図１０に示される使い捨
ておむつ１は、外装シート２と、吸収体３と、液不透過性の防漏シート４とを含み、１つ
の胴回り開口部８及び一対の脚回り開口部９を備え、トランクス形状を有する。
【００５６】
　図１０に示される使い捨ておむつ１では、前身頃Ｆが、複数本の弾性部材６Ｆを含む前
側胴回り域ＦＷと、前側股下域ＦＣとを有し、後身頃Ｒが、複数本の弾性部材６Ｒを含む
後側胴回り域ＲＷと、後側股下域ＲＣとを有し、前側胴回り域ＦＷの側縁と後側胴回り域
ＲＷの側縁とが接合部Ｊのところで接合されることにより胴回り開口部８が形成され、そ
して前側股下域ＦＣの側縁と後側股下域ＲＣの側縁とが接合部Ｊのところで接合されるこ
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とにより、一対の脚回り開口部９が形成されている。
【００５７】
　図１０に示される使い捨ておむつ１では、後側股下域ＲＣに、外装シート２が、一対の
ギアロールであって、当該ギアロールのそれぞれの外周面に配置された複数の歯を互いに
噛み合わせながら回転するものの間隙に通過させることにより形成されたギア延伸領域１
５が形成されている。
【００５８】
　図１１は、図１０のＹ－Ｙ断面を示す図である。図１１では、ギア延伸領域１５のとこ
ろで、外装シート２が延伸され、ユーザーの臀部に沿うことができる窪み１６が形成され
ている。
　図１２は、図１０のＺ－Ｚ断面を示す図である。図１２では、ギア延伸領域１５のとこ
ろで、外装シート２が延伸され、ユーザーの臀部に沿うことができる窪み１６が形成され
ている。
【００５９】
　上記ギア延伸領域は、以下のギア延伸装置を用いて形成することができる。なお、本明
細書において、ギア延伸装置を用いて外装シートを延伸することを、「ギア延伸」、「ギ
ア延伸する」等と称する場合がある。
【００６０】
　図１３は、ギア延伸領域を形成するためのギア延伸装置を説明するための模式図である
。図１３に示されるギア延伸装置２１は、一対のギアロール２２及び２２’を有する。ギ
アロール２２及び２２’の外周面２３及び２３’には、それぞれ、複数の歯２４及び２４
’が配置されている。また、図１３に示すギア延伸装置２１では、ギアロール２２及び２
２’の回転軸線は、それぞれ、外装シートの搬送方向ＭＤと垂直である。さらに、複数の
歯２４及び２４’は、それぞれ、上記回転軸線と平行に、外周面２３及び２３’に配置さ
れている。
【００６１】
　図１３に示されるギア延伸装置２１では、一対のギアロール２２及び２２’のロール間
隙に、ギア延伸すべき外装シート２５を通し、ギアロール２２及び２２’を通過する際に
、互い噛み合うギアロール２２及び２２’の複数の歯２４及び２４’により、ギア延伸す
べき外装シート２５を、三点曲げの原理で延伸し、ギア延伸領域を有する外装シート２６
を形成する。ギア延伸領域を有する外装シート２６は、搬送方向と直交する方向である直
交方向ＣＤに平行な高延伸領域と低延伸領域とを、搬送方向ＭＤに交互に有する（図示せ
ず）。
【００６２】
　ギア延伸すべき外装シート２５において、複数の歯２４及び２４’の先端部に接する領
域では、素材が固定されるため、あまり又は実質的に延伸されず、低延伸領域が形成され
る（図示せず）。一方、ギア延伸すべき外装シート２５において、複数の歯２４及び２４
’の先端部に接しない領域、すなわち、歯２４の先端部と、歯２４’の先端部との間の領
域は、大きく延伸され、高延伸領域が形成される（図示せず）。
　その結果、図１３に示されるようなギア延伸装置では、搬送方向ＭＤに主に延伸された
ギア延伸領域が形成される。
【００６３】
　ギア延伸はまた、図１４に示されるようなギア延伸装置を用いて行うことができる。
　図１４は、ギア延伸を説明するための模式図である。図１４に示されるギア延伸装置２
１は、一対のギアロール２２及び２２’を有する。ギアロール２２及び２２’の外周面２
３及び２３’には、それぞれ、複数の歯２４及び２４’が配置されている。また、図１４
に示されるギア延伸装置２１では、複数の歯２４及び２４’が、それぞれ、ギアロール２
２及び２２’の回転軸線と垂直に、それぞれ、外周面２３及び２３’に配置されている。
複数の歯２４及び２４’をこのように回転軸線と垂直に配置することにより、ギア延伸領
域を有する外装シート２６は、搬送方向ＭＤとそれぞれ平行な高延伸領域と低延伸領域と



(13) JP 5734058 B2 2015.6.10

10

20

30

40

50

を、直交方向ＣＤに交互に有する（図示せず）。
　その結果、図１４に示されるようなギア延伸装置では、直交方向ＣＤに主に延伸された
ギア延伸領域が形成される。
【００６４】
　さらに、ギア延伸は、図１５に示されるような、複数の歯が、ギアロールの外周面に、
ギアロールの回転軸線に対して傾斜して配置されているギア延伸装置を用いて実施するこ
とができる。図１５は、ギア延伸を説明するための模式図である。図１５に示されるギア
延伸装置２１は、一対のギアロール２２及び２２’を有し、ギアロール２２及び２２’の
外周面２３及び２３’には、それぞれ、複数の歯２４及び２４’が配置されている。また
、図１５に示されるギア延伸装置２１では、ギアロール２２及び２２’の回転軸線は、そ
れぞれ、搬送方向ＭＤと垂直である。さらに、複数の歯２４及び２４’は、それぞれ、回
転軸線に対して一定の角度θを有するように、外周面２３及び２３’に配置されている。
【００６５】
　なお、図１５に示されるようなギア延伸装置では、θの角度及びギアピッチによっては
、ギアロール２２及び２２’の外周面２３及び２３’に、それぞれ、１枚の歯２４及び１
枚の歯２４’が配置されている場合もある。
　図１５に示されるようなギア延伸装置を用いた結果、搬送方向ＭＤから、一定の角度を
有する方向に主に延伸されたギア延伸領域が形成される。
【００６６】
　上記ギア延伸装置において、ギアピッチは、約１～約１０ｍｍが好ましく、そして約２
～約６ｍｍがより好ましい。ギアピッチが約１ｍｍを下回ると、ギアの刃を薄くする必要
があり、外装シートが部分的に切断される場合があり、そしてギアピッチが約１０ｍｍを
上回ると、延伸が不十分となる傾向がある。
　ギアピッチは、図１４において、符号２７により表わされる、ある歯から次の歯の間の
間隔を意味する。
【００６７】
　上記ギア延伸装置において、ギア噛込深さは、約０．５ｍｍ以上であることが好ましい
。ギア噛込深さが約０．５ｍｍを下回ると、延伸が不十分となる場合がある。
　ギア噛込深さは、図１４において、符号２８により表わされる、上のギアロールの歯と
、下のギアロールの歯とが重複する部分の深さを意味する。
【００６８】
　外装シートのギア延伸領域において、ギア延伸１回当たりの延伸倍率は、約３０～約４
００％であることが好ましく、約５０～約３００％であることがより好ましく、そして約
１００～２００％であることがさらに好ましい。延伸倍率が約３０％を下回ると、外装シ
ートの延伸が十分になされない場合があり、そして延伸倍率が約４００％を上回ると、外
装シートが破断する場合がある。
【００６９】
　なお、本明細書において、「延伸倍率」は、ギアピッチをＰとし、そしてギア噛込深さ
をＤとした場合に、次の式：
【数１】

　により算出される値を意味する。
【００７０】
　外装シートが主に幅方向に延伸されているギア延伸領域は、図１３に示すようなギア延
伸装置に、外装シートの長手方向が直交方向ＣＤを向くようにして通過させるか、又は図
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１４に示すようなギア延伸装置に、外装シートの長手方向が搬送方向ＭＤを向くようにし
て通過させてギア延伸することにより形成されうる。
　また、外装シートが主に長手方向に延伸されているギア延伸領域は、図１３に示すよう
なギア延伸装置に、外装シートの長手方向が搬送方向ＭＤを向くようにして通過させるか
、又は図１４に示すようなギア延伸装置に、外装シートの長手方向が直交方向ＣＤを向く
ようにして通過させてギア延伸することにより形成されうる。
　なお、上記ギア延伸は、特開２００９－２２８１４５号明細書に記載の手順に従って行
うこともできる。
【００７１】
　図１６は、本発明の別の実施形態を示す展開図である。図１６は、使い捨ておむつ１の
展開図であり、使い捨ておむつ１を肌面側から見た図である。図１６に示される使い捨て
おむつ１は、外装シート２と、吸収体３と、液不透過性の防漏シート４とを含み、１つの
胴回り開口部８及び一対の脚回り開口部９を備え、トランクス形状を有する。
【００７２】
　図１６に示される使い捨ておむつ１では、前身頃Ｆが、複数本の弾性部材６Ｆを含む前
側胴回り域ＦＷと、前側股下域ＦＣとを有し、後身頃Ｒが、複数本の弾性部材６Ｒを含む
後側胴回り域ＲＷと、後側股下域ＲＣとを有し、前側胴回り域ＦＷの側縁と後側胴回り域
ＲＷの側縁とが接合部Ｊのところで接合されることにより胴回り開口部８が形成され、そ
して前側股下域ＦＣの側縁と後側股下域ＲＣの側縁とが接合部Ｊのところで接合されるこ
とにより、一対の脚回り開口部９が形成されている。
【００７３】
　図１６に示される使い捨ておむつ１では、後側股下域ＲＣにおいて、外装シート２が、
一対のギアロールであって、当該ギアロールのそれぞれの外周面に配置された複数の歯を
互いに噛み合わせながら回転するものの間隙に通過させることにより形成されたギア延伸
領域１５を含む。また、図１６に示される使い捨ておむつでは、吸収体３の範囲と、ギア
延伸領域１５の範囲とが、その厚さ方向において一部重複している。
【００７４】
　図１７は、図１６に示される使い捨ておむつ１のＹ－Ｙ断面を示す図である。
　図１７に示されるような、吸収体の範囲と、ギア延伸領域の範囲とが、使い捨ておむつ
の厚さ方向において重複する実施形態では、吸収体は、ギア延伸領域と重複する範囲にお
いて、液不透過性の防漏シートを介する場合、及び液不透過性の防漏シートを介さない場
合の両方とも、外装シートの２以上の連続していない領域に固定されていないことが好ま
しい。ユーザーの臀部に沿うことができる窪み１６がふさがれてしまう場合があるからで
ある。
【００７５】
　なお、上記ギア延伸領域は、後側股下域に配置されている限り、ギア延伸領域の範囲が
吸収体の範囲と重複していてもよいが、ギア延伸領域の範囲が吸収体の範囲と重複する場
合には、外装シートをギア延伸した後に、吸収体を外装シートに固定することが好ましい
。本発明の使い捨ておむつの製造方法については、後述するが、外装シートを吸収体と共
にギア延伸すると、外装シートがギア延伸されない、吸収体の構造が破壊される等の問題
点が生ずるからである。
【００７６】
　また、上記ギア延伸領域は、後側胴回り域に存在しないことが好ましい。ギア延伸領域
の形成は、外装シートに弾性部材を配置した後に行われるのが一般的であるので、後側胴
回り域をギア延伸すると、弾性部材が破断される可能性が高いからである。
【００７７】
　上記ギア延伸領域は、外装シートの側縁から少なくとも約３０ｍｍ離間した位置に配置
されることが好ましい。外装シートの側縁をギア延伸すると、使い捨ておむつの前身頃の
側縁と後身頃の側縁とを接合する際に、位置にずれが生じ、その結果、前身頃の形状と、
後身頃の形状との間に差異が無くなる場合があるからである。
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【００７８】
　本発明のギア延伸領域を有する使い捨ておむつでは、液不透過性の防漏シートは、吸収
体と外装シートとの間に、吸収体が存在する範囲を覆うように配置されていれば、その大
きさは特に制限されず、液不透過性の防漏シートは、外装シートの全面に配置されていて
もよい。
【００７９】
　また、本発明のギア延伸領域を有する使い捨ておむつでは、ギア延伸領域の一部、好ま
しくはギア延伸領域の全部に、液不透過性の防漏シートが存在することが好ましい。すな
わち、ギア延伸領域は、一対のギアロールであって、当該ギアロールのそれぞれの外周面
に配置された複数の歯を互いに噛み合わせながら回転するものの間隙に、外装シート及び
液不透過性の防漏シートを通過させることにより形成されることが好ましい。ギア延伸は
、上述のように、シートに、高延伸領域と、低延伸領域とを形成する不均一延伸であり、
外装シートの高延伸領域では、その厚さが薄く、排泄物の漏れを生じさせる場合が考えら
れ、高延伸領域に液不透過性の防漏シートが存在することにより、排泄物の漏れを防止す
ることができるからである。
【００８０】
　本発明の、ギア延伸領域を有する使い捨ておむつにおいて、外装シートが単一の素材か
ら形成されている実施形態を説明してきたが、上記外装シートは、単一の素材から形成さ
れていてもよく、又は複数の素材から形成されていてもよい。外装シートが、複数の素材
から形成されている例として、図８及び図９に示されるものが挙げられる。
【００８１】
　上述のように、本発明の使い捨ておむつが、ひだを有する実施形態と、ギア延伸領域を
有する実施形態に関して説明してきたが、両実施形態とも、外装シートの後身頃の面積が
、上記外装シートの前身頃の面積よりも、約１０～約３０％大きいことが好ましく、そし
て約１５～約２５％大きいことがより好ましい。外装シートの後身頃の面積を、外装シー
トの前身頃の面積よりも約１０～約３０％大きくすることにより、ユーザーの性器側、及
び臀部側の両方にフィットすることができる使い捨ておむつを形成することができる。
【００８２】
　本発明に用いられる外装シートとしては、特に制限されず、当技術分野で外装シートと
して用いられているものを、特に制限されずに採用することができ、例えば、スパンボン
ド不織布、ポイントボンド不織布、ＳＭＳ（スパンボンド・メルトブローン・スパンバン
ド）不織布、不透液性のプラスチックフィルム、それらを互いにラミネートしたシート等
が挙げられる。上記外装シートの坪量は、通常、約１０～４０ｇ／ｍ2の範囲にある。
【００８３】
　また、図８及び図９に、符号２ｂとして、脚回り開口部周辺に配置される脚回りシート
としては、例えば、伸長性シート、伸縮性シート等が挙げられる。上記伸長性シートとし
て、例えば、熱可塑性樹脂フィルム、例えば、ポリエチレン、ポリプロピレン等、熱可塑
性樹脂フィルムに、部分的に切断され又は脆弱化された非伸長性不織布を貼り合わせた複
合シート等が挙げられる。一方、上記伸縮性シートとして、例えば、ウレタン、スチレン
等の熱可塑性エラストマ樹脂から形成された伸縮繊維からなる不織布、伸縮繊維からなる
不織布に、部分的に切断され又は脆弱化された非伸長性不織布を貼り合わせた複合シート
等が挙げられる。
【００８４】
　本発明に用いられる吸収体としては、吸収コア及びコアラップからなるものが挙げられ
る。上記吸収コアとしては、特に制限されず、当技術分野で吸収コアとして用いられてい
るものを、特に制限されずに採用することができ、例えば、高吸収性ポリマーと、粉砕パ
ルプ、熱可塑性合成繊維（ステープルファイバー）等との混合物が挙げられる。上記コア
ラップとしては、特に制限されず、当技術分野でコアラップとして用いられているものを
、特に制限されずに採用することができ、例えば、坪量が約１０～約３０ｇ／ｍ2のエア
スルー繊維不織布、スパンボンド不織布、ＳＭＳ不織布、ティッシュ等が挙げられる。な
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お、上記コアラップは、後述の表面シートを兼ねる場合もある。
【００８５】
　本発明に用いられる液不透過性の防漏シートとしては、特に制限されず、当技術分野で
液不透過性の防漏シートとして用いられているものを、特に制限されずに採用することが
でき、例えば、液不透過性を有するプラスチックフィルム、例えば、坪量が約１５～２５
ｇ／ｍ2のポリエチレンフィルム、難透液性不織布、例えば、坪量が約１０～３０ｇ／ｍ2

のＳＭＳ不織布、それらの積層物等が挙げられる。
【００８６】
　本発明の使い捨ておむつは、表面シート、立体ギャザーをさらに有することができる。
上記表面シートとしては、特に制限されず、当技術分野で表面シートとして用いられてい
るものを、特に制限されずに採用することができ、例えば、液透過性を有する不織布、例
えば、坪量が約１５～約４５ｇ／ｍ2のエアスルー不織布、スパンボンド不織布、ＳＭＳ
不織布等が挙げられる。
　上記立体ギャザーとしては、特に制限されず、当技術分野で立体ギャザーとして用いら
れているものを、特に制限されずに採用することができ、例えば、疎水性又は液不透過性
を有する公知の不織布、例えば、坪量が約１０～約４０ｇ／ｍ2のスパンボンド不織布、
ポイントボンド不織布、ＳＭＳ不織布、液不透過性を有するプラスチックフィルム、それ
らの積層物等が挙げられる。
【００８７】
　本発明の使い捨ておむつは、当技術分野において公知の方法と、上述の記載を組み合わ
せて、特に制限無く製造されることができ、例えば、以下のように製造されることができ
る。
　最初に、ロールから巻き出された、連続する外装シートの、搬送方向の両側部に、複数
本の弾性部材を、搬送方向と平行に、接着材等を用いて固定する。本発明の使い捨ておむ
つが、ギア延伸領域を有する場合には、後側股下域に相当する領域に、上述のギア延伸を
実施し、ギア延伸領域を形成する。次いで、液不透過性の防漏シート及び吸収体を、連続
する外装シートの所定の位置に、接着剤等を用いて固定する。なお、ギア延伸領域の範囲
と、吸収体の範囲とが、厚さ方向において重複していない場合には、ギア延伸と、液不透
過性の防漏シート及び吸収体の貼り付けとの順序を入れ替えることができる。
【００８８】
　次いで、連続する外装シートに、脚回り開口部用の穴を空け、そして本発明の使い捨て
おむつがひだを有する場合には、外装シートに突状部を設け、必要に応じて上記突状部を
、接着材等を用いて外装シートに固定することによりひだを形成する。そして連続する外
装シートの直交方向の両端部が一致するように、外装シートを折り畳み、折り畳まれた外
装シートを、一定の間隔を空けて固定し、例えば、圧搾し、そして外装シートを、固定部
分で切り離すことにより、本発明の使い捨ておむつを製造することができる。
【符号の説明】
【００８９】
　１　　使い捨ておむつ
　２，２ａ　　外装シート
　２ｂ　　脚回りシート
　３　　吸収体
　４　　液不透過性の防漏シート
　５　　突状部
　５’　　突状部の先端
　５’　　突状部の第２の先端
　６Ｆ，６Ｒ　　弾性部材
　７　　ひだ
　８　　胴回り開口部
　９　　脚回り開口部
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　１０　　肌面側
　１１　　着衣側
　１２，１２’，１２’’　　接着部
　１３　　排泄物受入れ部
　１４　　圧搾部
　１５　　ギア延伸領域
　１６　　窪み
　２１　　ギア延伸装置
　２２，２２’　　ギアロール
　２３，２３’　　外周面
　２４，２４’　　複数の歯
　２５　　ギア延伸すべき外装シート
　２６　　ギア延伸領域を有する外装シート
　２７　　ギアピッチ
　２８　　ギア噛込深さ
　Ａ　　長手方向
　Ｂ　　幅方向
　Ｊ　　接合部
　Ｆ　　前身頃
　ＦＷ　　前側胴回り域
　ＦＣ　　前側股下域
　Ｒ　　後身頃
　ＲＷ　　後側胴回り域
　ＲＣ　　後側股下域
　ＲＤ　　下方領域
　ＲＵ　　上方領域
　ＭＤ　　搬送方向
　ＣＤ　　直交方向
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